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• .., 閲 て 直：

貴

mな
資
料
「
多
く
の
市
民
に」

ツ

大

館

市

の

吉

田

い
が
収
集

紐）

タ
ク
ミ
ア
リ
ー
ナ
で
展
―
不

う

命

屡

畠

「

大

欝

市
ナ

館
一

球
史
」
「
大
館
高
校
野
球
史
」
の
ス

大
J

大
館
市
の
タ
ク
ミ
ア
リ
ー
ナ
に
昨
年
12月
か
ら
、
地
域
の
野
球

ク
ラ
ッ
プ
約
9
0
0回
分
は
、
展

る

ア

に

閲

墜
9
る
書
籍
や
記
録
集
な
ど
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て

示
と
と
も
に
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
も

＇

す
l
l
l

い
る
。同
市
大
町
で
時
計
店
を
営
ん
で
い
た
吉
田
一
雄
さ
ん
(89)

R
ク

進
め
て
い
る
と
い
う
。

P
夕
が
長
年
に
わ
た
り
収
集
し
た
も
の
で
、
資
料
を
管
理
す
る
同
市
ス

展
示
場
所
は
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン

一

を
（

ポ

ー
ツ
協
会
は

「多
く
の
市
民
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
期
待

戸
EB：
犀

校

の

喜

部

品

な

ど

喜

善

わ

た

i
口
｀
狐
噂
"
"
[
-

紫
逗
t
し
た
り
、
大
会
で
は
審
判
し
て
き
た
が
、
高
齢
で
管
理
が
難
横
幅
1
5
0令
X
奥
行
き
4
5
t
ンの

料
青

夕

資
の

一
球
会
員
を
務
め
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
8

専
用
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、

上

＿野

協

の

歴

に

深

関

わ

g5が
ら、

月
に
目
哭
茫
憲
暉
し
た
。

部

の

壁

面

に

は
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
コ

早
起
き
野
球
、
中
学
、
高
校
の
試
記
事
を
ま
と
め
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ピ
ー
な
ど
を
掲
示
し
て
い
る
。

含
昆
録
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
問
や
野
球
評
論
な
ど
の
書
籍
は
合
わ
一
度
に
展
示
で
き
る
数
が
限
ら

一

わ
ず
野
球
に
関
係
す
る
書
籍
や
物
せ
て
1
5
0
0点
を
超
え
、
こ
の
れ
る
た
め
、
定
期
的
に
ケ
ー
ス
を

• 

野 球

入
れ
替
え
る
予
定
で
、
2
日
現
在
同
協
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
展
ホ
は
、
令
』
出
身
プ
ロ
野
琢
に
資
料
の
一
覧
を
公
開
し
て
お

璽
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
や
長

震

り
、
閻
に
も
対
応
す
る
。

雄
さ
ん
に
関
す
る
限
定
書
鏑
な
青
柳
正
隆
会
長
は
「
吉
田
さ
ん

ど
。

が
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
集
め
た
貸

吉
田
さ
ん
は
昨
年
末
に
時
計
店
重
な
資
料
。
大
切
に
保
管
し
て
い

を
閉
店
。

収
集
物
が
置
か
れ
て
い
き
た
い
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

た
店
舗
な
ど
の
整
理
が
ま
だ
続
い
に
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

一

て
い
る
た
め
、
資
料
は
今
後
も
増
話
し
た
。

え
る
見
込
み
。
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